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【図録/シンポジウム】 
共同通信社、ナリタ・エディトリアル・オフィス『よみがえる四川文明－三星堆と金沙遺跡の秘宝展』共同通信社 

東京国立博物館、朝日新聞社『中国国宝展』朝日新聞社 

アサツーディ･ケイ、便利堂『よみがえる中国歴代王朝展－至宝が語る歴史ロマン 殷から宋まで－』アサツーディ･ケイ 

産経新聞社、上野の森美術館『大兵馬俑展－今、甦る始皇帝の兵士たち－』産経新聞社 

大阪美術倶楽部『中国 王朝の粋』大阪美術倶楽部 

泉屋博古館『金銅仏－東アジア仏教美術の精華－』泉屋博古館 

 

國學院大學 21COE考古学国際シンポジウム実行委員会『21COE考古学シリーズ 3 國學院大學 21世紀 COEプログラム国際

シンポジウム 動物と儀礼－東アジアの中の日本－ 予稿集』國學院大學 21COE考古学国際シンポジウム実行委員会 

藤善真澄編『東と西の文化交流 関西大学東西学術研究所創立 50周年国際シンポジウム’01報告書』関西大学出版部 

 

【単行本】 
愛新覚羅烏拉熙春 著『契丹言語文字研究（紀年金啓孮先生学術叢書之一）』東亜歴史文化研究会 

愛新覚羅烏拉熙春 著『女真言語文字新研究』明善堂 

愛新覚羅烏拉熙春 著『遼金史與契丹女真文（紀年金啓孮先生学術叢書之二）』東亜歴史文化研究会 

石田憲司・鈴木正弘『概観中国の政治と文化』世音社 

イブン・バットゥータ（前嶋信次訳）『三大陸周遊記抄』中央公論社 

稲盛和夫監修・梅原猛・安田善憲共著『長江文明の探求 森と文明の旅』新思索社 

上田雄 『渤海国 東アジア古代王国の使者たち（講談社学術文庫 1653）』講談社 

臼杵勲『鉄器時代の東北アジア』同成社 

NHK「文明の道」プロジェクト『モンゴル帝国 NHKスペシャル文明の道⑤』NHK出版 

塩卓悟・河村晃太郎編『譯注太平廣記 婦人部』汲古書院 

大村次郎『遺跡が語るアジア（中公新書 1745）』中央公論社 

大塚初重編『東アジアの装飾古墳を語る 季刊考古学・別冊 13』雄山閣 

汪涌豪（鈴木博訳）『中国遊侠史』青土社 

小川尚『明代都察院体制の研究』汲古書院 

岡田英弘『中国文明の歴史（講談社現代新書）』講談社 

岡田英弘『蒙古源流』刀水書房 

岡田武彦『王陽明と明末の儒学（上・下）（岡田武彦全集 10･11）』明徳出版社 

加地伸行『論語（講談社学術文庫 1640）』講談社 

金関恕監修･中井精一･内山純蔵･高橋浩二編『日本海/東アジアの地中海 日本海総合プロジェクト研究報告 1』桂書房 

川勝守『中国城郭都市社会史研究』汲古書院 

川越泰博『明史』明徳出版社 

川本芳昭『中国史のなかの諸民族（世界史リブレット 61）』山川出版社 

氣賀澤保規 編『新版 唐代墓誌所在総合目録（明治大学東洋史史料叢刊 3）』汲古書院 

桐本東太『中国古代の民俗と文化』刀水書院 

小島毅『朱子学と陽明学』放送大学教育振興会 

小島毅『東アジアの儒教と礼（世界史リブレット 68）』山川出版社 

佐藤武敏『長安（講談社学術文庫 1663）』講談社 

斎木哲郎 『秦漢儒教の研究』汲古書院 

斎木哲郎『秦漢儒教の研究』汲古書院 

阪倉篤秀『長城の中国史 中華 vs.遊牧 六千キロの攻防（講談社選書メチエ 289）』講談社 

周藤吉之・中嶋敏『五代と宋の興亡（講談社学術文庫）』講談社 

白川静『白川静著作集 別巻 2-1上 金文通釈』平凡社 

人民教育出版社歴史室編著（小島晋司ほか訳）『中国の歴史 中国高等学校歴史教科書』明石書店 

菅沼晃『モンゴル仏教紀行』春秋社 

杉山正明『モンゴル帝国と大元ウルス（東洋史研究叢刊 65）』京都大学学術出版会 

蘇秉琦『新探中国文明の起源』言叢社 

平隆朗『亀の碑と正統（白帝社アジア史選書 004）』白帝社 

高橋澄子他『アジアの伝統医学（伝統医学シリーズ）』出帆新社 

滝本弘之編著『中国歴史人物大図典 歴史文学編』游子館 

張允植編『古代シルクロードと朝鮮』雄山閣 

張礼・趙崡撰（愛宕元訳注）『遊城南記／訪古遊記』京都大学学術出版会 



津金幹彦『シルクロードの民族と文化』文芸社 

鶴間和幸『中国の歴史（03）ファーストエンペラーの遺産 秦漢帝国』講談社 

トマス・ソーウュル（内藤嘉昭訳）『征服と文化の世界史 民族と文化変容』明石書店 

富谷至『木簡・竹簡の語る中国古代 書記の文化史』岩波書店 

内藤湖南著・礪波護他編集『東洋文化史（中公クラシックス J22）』中央公論社 

長沢和俊『三蔵法師の歩いた道 巡歴の地図をたどる旅』青春出版社 

布目潮渢『布目潮渢中国史論集〈下巻〉』汲古書院 

野村伸一『東アジアの女性信仰と女性生活（慶應義塾大学東アジア研究所叢書）』慶應義塾大学出版会 

林巳奈夫『神と獣の紋様学 中国古代の神がみ』吉川弘文館 

范嘩撰(渡邊義浩 他編)『全訳後漢書 第 2冊 本紀』汲古書院 

范曄撰（渡邉義浩・小林春樹編）『全訳後漢書 第 3冊 志』汲古書院 

范曄撰（渡邉義浩・堀内淳一編）『列伝 1（全譯後漢書 11）』汲古書院 

東山健吾『シルクロードの足跡』日本放送出版協会 

藤善真澄『隋唐時代の仏教と社会』白帝社 

堀敏一『漢の劉邦 ものがたり漢帝国成立史』研文出版 

三杉隆敏『「元の染付」海を渡る 世界に拡がる焼物文化（図説中国文化百華 018）』農山漁村文化協会 

宮澤正順博士古希記念論文集刊行会編『宮澤正順博士古希記念 東洋 比較文化論集』青史出版 

毛利光俊彦『奈良文化財研究所史料第 68冊 古代東アジアの金属製容器Ⅰ（中国篇）』独立行政法人文化財研究所奈良文

化財研究所 

森安孝夫責任編集 『中央アジア出土文物論叢』朋友書店 

柳田聖山『唐代の禅宗』大東出版社 

薮内清『中国古代の科学（講談社学術文庫 1654）』講談社 

山形欽也『歴史の海を走る 中国造船技術の航跡』農山漁村文化協会 

山腰敏寛編『中国歴史公文書読解辞典』汲古書院 

楊海英『チンギス・ハーン祭祀 試みとしての歴史人類学的再構成』風響社 

吉川忠夫訓注『後漢書（第 7冊）<列伝 5>』岩波書店 

古川忠夫訓注『後漢書（第 8冊）〈列伝 6）』岩波書店 

林玉茄・李毓中（森田明訳）『台湾史研究入門』汲古書院 

歴史教育者協議会編『東アジア世界と日本 日本・朝鮮・中国関係史』青木書店 

渡邉義浩『三國政権の構造と「名士」』汲古書院 

渡邉義浩・田中靖彦『世界歴史の旅 三国志の舞台』山川出版社 

蔀勇造『歴史意識の芽生えと歴史記述の始まり（世界史リブレット 57）』山川出版社 

 

【論文】 
愛新覚羅烏拉熙春「遼代漢語無入聲考」『言語文化研究』16-1，pp.121-142 

愛新覚羅烏拉熙春「契丹小字的表音文字」『言語文化研究』16-2，pp.91-116 

愛新覚羅烏拉熙春「契丹横帳考－兼論帳、宮院之関係」『立命館大学』584，pp.27-39 

愛新覚羅烏拉熙春「匣馬葛考」『立命館文学』582，pp.57-66 

愛新覚羅烏拉熙春「契丹小字的親属称謂及相関名詞」『立命館文学』585，pp.1-13 

愛新覚羅烏拉熙春「契丹蒙古札記」『立命館文学』586，pp.1-24 

相田満「『東観漢記』再考 佚書を指標とする成立時期判定の可能性について」『東洋文化（無窮会）』復刊 92，pp.18-26 

相原健右・澁谷由紀・岡本秀夫「『白虎通』譯注・巻一 爵篇（3）」『中国古典研究』49，pp.72-85 

青木隆「李贄の格物説と読書論」『研究紀要（日本大学文理学部人文科学研究所）』68，pp.47-62 

赤坂恒明「「金帳汗国」史の解体 ジュチ裔諸政権史の再構成のために」『内陸アジア史研究』19，pp.23-42 

赤羽目匡由「8世紀中葉における新羅と渤海との通交関係『三国史記』所引、賈耽『古今郡国県道夷述』逸文の分析」『古

代文化』56-5，pp.30-43 

赤羽目匡由「都管七大国大辨銀盒銘文の一考察 唐後期の渤海認識にふれて」『人文学報(都立大)』346，pp.127-155 

赤羽目匡由「八世紀中葉における新羅と渤海との通交関係－『三國史記』所引、賈耽『古今郡國県道四夷述』逸文の分析

－」『古代文化』56-5，pp.30-43 

秋山進午「兪偉超先生の思い出」『博古研究』27，pp.25-26 

秋山陽一郎「劉向本戦国策が内包する先行説話群について」『立命館史学』25，pp.29-85 

秋山陽一郎「孫徳謙 劉向校讐學纂微訳注（二）」『立命館東洋史学』27，pp.93-108 

阿部兼也「漢書藝文志の「小説家」と漢代の「選挙」「太学」の創設」『中国古典小説研究』9，pp.1-10 

阿部幸信「皇帝六璽の成立」『中国出土資料研究』8，pp.63-87 

阿部幸信「嘉禾吏民田家莂「丘」再攷」『東洋史研究』62-4，pp.32-59 

阿部幸信「後漢時代の赤綬について」『福岡教育大学紀要』53-2，pp.1-19 

阿部幸信「漢帝国の内臣 外臣構造形成過程に関する一考察」『歴史研究』784，pp.20-36 

荒井信一「古今一体の道－兪偉超先生を偲ぶ－」『博古研究』27，pp.23-24 

荒川正晴「唐代前半の胡漢商人と帛練の流通」『唐代史研究』7，pp.17-59 



荒見泰史「敦煌文献に見られる『目連変文』の新資料－北京 8719号文書について－」『東方宗教』103，pp.61-77 

飯島和俊「富谷至著『木簡・竹簡の語る中国古代 書記の文化史』」『日本秦漢史学会会報』5，pp.206‐209 

井黒忍「山西洪洞県水利碑考 金天眷二年「都總管鎭國定兩縣水碑」の事例」『史林』87-1，pp.70-103 

井黒忍「モンゴル時代関中における地域間関係の考古学的検討 涇渠の整備を中心として」『内陸アジア史研究』19，

pp.1-22 

井黒忍「満訳正史の基礎的検討『満文金史（aisin guruni suduri bithe）』の事例をもとに」『満族史研究』3，pp.112-130 

池田温「書道博物館所蔵高昌延和八年写放光般若経残巻」『シルクロード研究』4，pp.31-38 

池田知久「上海楚簡『孔子詩論』に現れた「豊（禮）」の問題－関雎篇評論における人間の欲望を規制するものとしての

「豊（禮）」－」『東方学』108，pp.1-21 

池田夏樹「戦国秦漢期における贖刑の方法と制度と運用」『アジア史学（中央大）』28，pp.1-25 

池田光子・黒田秀教「新出土資料関係文献提要（四）」『中国研究集刊』35，pp.49-55 

石井公成 「中国禅の形成」『思想』960，pp.8-31 

石岡浩「戦国秦の「徭」と軍政 睡虎地秦簡 秦律十八種「徭律」訳注」『会報（法史学研究会）』9，pp.77-88 

石岡浩「張家山漢簡奏讞書にみる二十等爵制度 特権の賜与と剥奪」『研究紀要（早大本庄高等学院）』22，pp.1-15 

石岡浩「水間大輔著『秦律・漢律における共犯の処罰原理』」『法制史研究』53，pp.255-258 

井実充史「渤海関連詩を読む（9）滋野貞主「春日奉使入渤海客館」『アジア遊学』64，pp.174-179 

板倉聖哲「皇帝の眼差し 徽宗「瑞鶴図絵」をめぐって」『アジア遊学』64，pp.128-144 

市来津由彦「徽宗時代の儒教を考える」『アジア遊学』64，pp.99-109 

市来弘志「代来城の位置と現況について」『東洋文化研究（学習院大）』5，pp.141-158 

伊藤淳史「岡村秀典著『夏王朝－王権誕生の考古学－』」『史林』87-3，pp.126-127 

伊藤清司 「古賀登著『四川と長江文明』」『東方』276，pp.26-29 

伊藤正彦「『教民榜文』訳注稿（上）」『文学部論叢（熊本大）』82，pp.117-146 

稲葉一郎「章学誠の歴史観」『人文論究（関西学院大）』54-2，pp.1-20 

井上和人「唐代長安の諸門について『唐律疏議』における「門」字の分析」『会報（法史学研究会）』9，pp.27-44 

井上徹「霍韜による宗法システムの構築 商業化・都市化・儒教化の潮流と宗族」『都市文化研究』3，pp.34-51 

井上亘「『禮記』の文献学的考察－「册書」としての『禮記』－」『東方学』108，pp.1-21 

伊原弘「徽宗とその時代 その再検討のために」『アジア遊学』64，pp.6-12 

今井晃樹「解明されはじめた中国初期王朝の実態『夏王朝』」『東方』282，pp.18-21 

今村佳子「中国新石器時代における占卜の起源と展開についての一考察」『21COE 考古学シリーズ 2 國學院大學 21 世紀

COE プログラム 2002・2003 年度考古学調査研究報告 東アジアにおける新石器文化と日本Ⅰ』國學院大學 21COE 第Ⅰグ

ループ考古学班，pp.253‐262 

岩本篤志「羽田記念館所蔵「西域出土文献写真」766・767『十六国春秋』考－李盛鐸舊蔵敦煌文献をめぐって－」『西北

出土文献研究』創刊号，pp.5-39 

岩本憲司「春秋経伝集解譯稿續篇（七）襄公二十五年」『中国研究集刊』35，pp.56-83 

ヴァレンティナ I.ラスポポヴァ「MIHO MUSEUM棺床浮彫における生活と美術の様式」『MIHO MUSEUM 研究紀要』4，pp.58-68 

上野洋子「『夢占逸旨』外篇について」『待兼山論叢（哲学篇）』38，pp.65-77 

上原尉暢「『塩鉄論』試論」『集刊東洋学』92，pp.21-39 

上原利恵・佐野和美・竹内康介・徳留大輔・松本圭太・村野正景・濱名弘二「日本における中国考古学関係文献目録（2003

年）」『中国考古学』4，pp.241-250 

植松正「元典章文書分析法」『13・14世紀東アジア史料通信』2，pp.1-11 

植松勇介「花形鏡の成立について」『古代文化』56，pp.40-49 

宇田津徹朗「中国新石器時代における水田稲作とその広がりについて」『九州大学 21世紀 COEプログラム（人文科学）東

アジアと日本：交流と変容』創刊号，pp.1-10 

内田昌功「魏晋南北朝の宮における東西軸構造」『史朋（北海道大）』37，pp.1-19 

内田昌功「隋煬帝期官制改革の目的と性格」『東洋学報』85-4，pp.33-64 

内山直樹「『史記』『漢書』の「書」「志」について－名称をめぐる瑣考－」『中国文化』62，pp.1-12 

宇野隆夫「西洋と東洋における海運技術の画期」『文化の多様性と比較考古学』考古学研究会，pp.75‐84 

馬彪「秦漢時代の「素封」についての考察（上）」『東洋史苑』63，pp.26-48 

海野洋平「唐順之と書傭・胡貿 明代嘉靖年間の書籍編纂事業に於ける傭書の役割」『汲古』45，pp.55-67 
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